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福冨芳美学院長を囲んで

み
ん
な
一
緒
に
ワ
ン
ッ
ー
ワ
ン
ッ
Ｉ

『

ｑ

■
神
戸
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院
・
明
石
短
期
大
学
合
同

師
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ェ
ア
「
素
材
に
挑
戦
」
を
観
て

加
藤
き
よ
子
〈
モ
ダ
ン
ダ
ン
サ
ー
〉

胃一一一一
二
垂

一声

、

陽気なポッブ

フィナーレ

一屋一埜蕊

ファッションデザインコンテスト大賞・田測真弓の作品

Ｌ－一画
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ｊ
詩

一
月
十
八
日
、
交
流
会
館
の
会
場
は
一
足
早
く
春
が
き
た
よ
う
に
若
い
人
達
の
熱
気
で
ム
ン
ム
ン
。

満
員
の
お
客
さ
ま
を
前
に
、
モ
デ
ル
と
し
て
登
場
し
た
学
生
た
ち
、
シ
ョ
ー
の
終
了
後
、
ロ
ビ
ー
で
友

だ
ち
に
あ
っ
た
ら
「
学
生
ら
、
よ
－
つ
や
る
ね
」
「
男
の
子
ら
、
お
も
し
ろ
い
わ
」
と
さ
か
ん
に
い
っ
て

帰
っ
て
い
っ
た
。
い
つ
も
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
で
シ
ョ
ー
を
も
り
あ
げ
て
く
れ
る
男
の
子
達
、
昨
年
は
ブ

レ
イ
ク
・
ダ
ン
ス
で
会
場
を
あ
っ
と
い
わ
せ
…
…
…
、
フ
ァ
ン
レ
タ
ー
が
届
い
た
人
も
い
る
と
い
う
。

練
習
の
あ
る
日
、
男
子
生
徒
に
「
少
し
ペ
ア
の
動
き
を
と
っ
た
ら
」
と
質
問
す
る
と
、
「
イ
ヤ
、
自

分
達
だ
け
の
メ
ン
ズ
の
場
面
を
や
り
た
い
」
と
強
い
お
言
葉
：
：
：
い
や
、
こ
れ
が
な
か
な
か
の
も
の

で
よ
く
計
算
さ
れ
て
ユ
ニ
ー
ク
で
し
た
。
動
き
の
練
習
に
も
自
ら
先
頭
に
た
っ
て
ワ
ン
・
ツ
ー
・
ワ
ン
・

ツ
ー
と
リ
ズ
ム
を
と
り
な
が
ら
後
輩
た
ち
の
指
導
に
も
熱
が
入
り
積
極
的
に
進
行
さ
せ
て
、
立
派
。
女

性
達
も
こ
れ
に
負
け
じ
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
自
分
達
の
手
で
創
り
上
げ
て
い
く
こ
の
学
院
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
創
り
は
学
生
さ
ん
達
の
よ
い
経
験
と
な
っ
て
、
ま
た
将
来
に
生
か
さ
れ
て
い
く
で
し

ょ
う
。
こ
う
い
う
若
い
人
達
の
パ
ワ
ー
に
ふ
れ
て
対
話
す
る
の
が
楽
し
み
で
、
私
も
毎
年
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

当
日
、
審
査
員
の
水
野
正
夫
先
生
に
「
服
の
仕
立
て
も
実
に
て
い
ね
い
で
シ
ョ
ー
も
よ
く
ま
と
ま

っ
て
い
る
」
と
お
ほ
め
を
頂
き
感
激
。
ま
た
、
黒
・
白
の
作
品
が
多
か
っ
た
け
れ
ど
、
も
っ
と
自
由

に
色
を
使
っ
て
ほ
し
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
お
言
葉
に
は
、
私
も
賛
成
。
た
く
さ
ん
あ
る
色
…
…
。
神
戸

の
空
の
よ
う
に
澄
ん
だ
色
、
山
や
海
の
色
、
街
の
色
、
人
の
色
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
の
も
つ
魅
力
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
表
現
し
て
ほ
し
い
と
願
い
つ
つ
…
…
、
来
年
の
シ
ョ
ー
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

ｐ

ラインコート

塵Ｉ

唖

＝

！

海､．－
圏1it

『

キャリア・シック
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掛
人
』
が
集
ま
り
ト
ー
ク
イ
ン
。

小
林
先
日
の
パ
ー
テ
ィ
は
楽
し
か
っ

た
で
す
ね
え
。
か
な
り
の
評
判
で
し
た
。

二
百
人
の
予
定
が
五
百
人
ま
で
増
え
ま

し
た
も
の
ね
。

太
田
一
体
誰
の
パ
ー
テ
ィ
だ
っ
た
の

か
今
で
も
首
を
ひ
ね
り
ま
す
よ
（
笑
）
。

し
か
し
あ
あ
い
っ
た
場
で
よ
り
多
く
の

〃
出
会
い
〃
が
あ
り
ま
す
か
ら
。

ｌ
お
二
人
は
以
前
か
ら
お
知
り
合

い
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
か
。

太
田
私
が
社
名
を
変
更
し
て
株
式
会

社
オ
オ
タ
と
し
、
芦
屋
に
本
拠
地
を

持
っ
て
こ
よ
う
と
決
め
た
の
は
い
い
が

さ
て
誰
に
ビ
ル
の
設
計
を
お
願
い
し
よ

う
か
と
思
案
し
て
た
と
こ
ろ
、
知
人
に

小
林
さ
ん
を
紹
介
さ
れ
、
オ
フ
ィ
ス
に

出
向
い
た
ん
で
す
よ
。
ち
ょ
う
ど
お
留

守
だ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
オ
フ
ィ
ス
の

外
観
が
一
目
で
気
に
入
っ
て
ね
。
よ
し
、

こ
の
人
に
お
願
い
し
よ
う
と
…
。

小
林
で
も
場
所
を
決
め
る
に
し
て
も

い
ろ
い
ろ
難
し
い
点
も
あ
っ
た
。
川
沿

い
で
橋
も
架
か
つ
て
な
か
っ
た
し
ね
。

店
舗
と
し
て
の
立
地
条
件
は
必
ず
し
も

良
く
な
か
っ
た
。

信
貴
現
在
は
と
て
も
い
い
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
し
か
し
、
靴

の
メ
ー
カ
ー
さ
ん
が
オ
ン
リ
ー
シ
ョ
ッ

プ
を
出
す
と
い
う
事
も
め
ず
ら
し
い
で

す
よ
。

太
田
ト
ー
タ
ル
的
に
ユ
ー
ザ
ー
に
近

づ
い
て
い
く
方
が
よ
り
い
い
も
の
が
生

ま
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
ね
。

信
貴
さ
ん
に
も
社
名
ロ
ゴ
や
ブ
ラ
ン
ド

ロ
ゴ
、
Ｄ
Ｍ
な
ど
デ
ザ
イ
ン
を
お
願
い

し
ま
し
て
予
想
以
上
に
い
い
仕
上
が
り

で
（
笑
）
、
う
れ
し
い
で
す
。

信
貴
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
と
い
う
の
か
、
せ
っ
か
く
芦
屋
に
進

出
し
て
い
く
ん
だ
か
ら
個
性
が
引
き
立

た
な
い
と
…
・
し
か
し
、
自
由
に
や
り
た

い
だ
け
や
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
う

い
う
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
も
珍
ら
し
い
（
笑
）
。

山
口
本
当
で
す
ね
。
私
は
シ
ョ
ッ
プ

の
中
に
作
品
を
置
く
の
で
主
役
の
靴
が

非
常
に
気
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
品
の

良
い
靴
だ
し
、
一
見
派
手
に
見
え
る
靴

も
履
く
と
と
て
も
ピ
ッ
タ
リ
く
る
。
か

わ
い
い
で
す
し
、
こ
れ
な
ら
山
口
慶
子

の
品
を
保
て
る
と
…
（
笑
）
。

小
林
見
方
に
よ
る
と
こ
の
ビ
ル
の
外

観
を
奇
異
に
感
じ
る
人
も
い
る
か
も
知

れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
場
所
に
は
や
は

り
こ
の
建
物
で
す
よ
。
中
は
シ
ッ
ク
な

イ
ン
テ
リ
ア
だ
し
、
や
は
り
ト
ー
タ
ル

的
に
上
品
で
す
ね
（
笑
）
。

信
貴
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
唐
草
模
様
を
使

い
ま
し
た
。
唐
草
は
〃
永
遠
〃
と
い
う
意

味
を
持
っ
て
て
、
縁
起
を
か
つ
ぐ
つ
も

り
も
あ
っ
て
ね
。
表
に
出
さ
な
い
よ
う

裏
に
裏
に
使
っ
て
あ
る
。
そ
れ
が
イ
キ

な
ん
で
す
よ
（
笑
）
。

太
田
こ
れ
か
ら
の
展
開
を
楽
し
み
に

し
て
ま
す
（
笑
）
。
Ｏ
Ｔ
Ａ
と
し
て
は
今

立
ち
上
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
靴
づ
く

峠撫亨へ1 ，

窪

〈
ゲ
ス
ト
〉

小
林
恒
〈
建
築
京
〉

し
ぎ

信
貴
奨
〈
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
←

山
口
慶
子
〈
ァ
‐
テ
ィ
ス
ト
〉

太
田
重
次
郎
応
謹
鱗
撰
〉

２
月
３
日
、
芦
屋
の
親
王
塚
町
に
ユ

ニ
ー
ク
な
靴
の
シ
ョ
ッ
プ
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。
〃
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ａ
〃
・
１
月
釦
日
に
は
華
や
か
な
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
も
開
か
れ
話
題

を
呼
ん
だ
が
今
日
は
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
の
『
仕

さ
ま
ざ
ま
な
〃
出
会
い
〃
を
通
じ
て

本
当
に
納
得
で
き
る
も
の
作
り
を

騨
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
オ
ー
プ
ン

識
，
些
慧

、

本社ビル３Ｆにて／左より山口さん、信貴さん、太田さん、小林さん｡

鱈 蕊
ａ

客
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,』，

壁碑

一一＝

‐

り
師
年
、
日
本
で
も
古
参
の
靴
メ
ー
カ

ー
と
い
う
自
負
は
あ
る
。
地
味
な
よ
う

で
も
一
人
で
も
多
く
う
ち
の
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
頂
け
る
様
に
努
力
し
た
い
。

小
林
メ
ー
カ
ー
だ
か
ら
出
来
る
事
が

色
々
あ
る
と
思
う
。
一
般
消
費
者
、
オ

ー
ダ
ー
客
そ
れ
ぞ
れ
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

工
夫
が
ね
。
商
品
と
ア
ー
ト
と
い
う
接

点
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
し
…
。

ま
あ
太
田
さ
ん
は
〃
裏
づ
け
の
あ
る
遊

び
心
〃
を
持
っ
て
い
る
か
ら
（
笑
）
。

山
口
自
分
の
作
品
も
含
め
て
Ｏ
Ｔ
Ａ

の
す
べ
て
が
気
に
な
り
ま
す
ね
。
お
客

●●

様
の
応
待
に
ま
で
…
（
笑
）
。
で
も
そ
こ

は
太
田
さ
ん
の
世
界
で
す
か
ら
、
こ
れ

か
ら
も
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
で
す
ね
。

信
貴
山
口
さ
ん
の
作
品
も
定
期
的
に

発
表
し
て
い
く
の
で
皆
さ
ん
に
厨
璽
○

両
。
シ
Ｆ
Ｆ
両
罰
菌
○
弓
皆
と
し
て
ト

ー
タ
ル
に
話
題
を
提
供
し
た
い
で
す
。

太
田
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
頑
張
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
。
私
と
し
て
も
日
本
人

の
足
を
ピ
ッ
タ
リ
包
み
こ
み
、
本
当
に

納
得
で
き
る
靴
づ
く
り
を
心
掛
け
た
い
。

小
林
太
田
さ
ん
に
は
こ
の
地
域
の
ス

タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
（
笑
）
。

争

壁碑

S ＨＯＥ６ＡＬＬＥＨＶ
写真上／｢ アーバンアートの華、創る。見つける．出会

う｣ をコンセプトに展開。
下右／新しいアーバンアートを提案する。
下左／芦屋でも人目をひく外観。
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？

ﾉＩ lＬ

糟Ａｌ…嬢
美しきプレステージ｡ 究めればパレロワイヤル

してのクオリティを備えたマンションとして、新鋭・小
林恒建築研究所が設計し、その〈格式〉ある自由なアメ
ニティ講想は､ ｢ パレロワイヤル」シリーズの美意識を感
じとれる秀れたく生活空間〉の提案だ。
２月５日の販売プレビューも、ミトーク・イン・ギャ

ラリー号として、現地の一角にアーチストの絵と、ワイ
ンと人が出会うパーティ形式で、ユニークに披露された。
ワンフロアにシンメトリーの二邸をレイアウトしてツ

インとして、二世代も住めるシルバー時代への提起が、
「向う三軒両隣り」風で楽しく、六邸のみというぜい沢
な億ションは、もはや完販という人気。
〈新しい夙川借景〉をとり込んだ余裕からの発想は、

居間、キッチンがそれぞれ二十帖あるワイドな空間と、
自然素材を融合した貢の高いインテリア。マスターベッ
ドルームにも、バス、化粧室、大型ウオークインクロゼ
ツトが設けられて
いるところにも伺
える。
次は、芦屋に引

き続き小林恒氏の
設計によるパレロ
ヮイヤルシリーズ
が企画されている。 ミトークインギャラリー寺でオープニング

パーティ（中央) 小林恒さん。

住む人のステイタスに応えたく格調＞とく牛活空間〉と

< 秀れた建築設計〉がパレロワイヤルの美学を創った。

春。桜の名所とし名高く、文豪谷崎潤一郎の名作暑細
雪善の舞台にもなった夙川の界隈は、ここに住む, 人々に
よって育くまれた古き良き風土とたたずまいで、心豊か
な最高の住環境だ。
そして、阪急、阪神高速道路、二号線からのアクセス

など都市生活へのフットワークは現代人にとって絶好の
地程。夙川名次町に生れる高級マンション｢ パレロワイ
ヤル夙川ＤＵＰＬＥＸ」は、この土地柄にふさわしく、未来
への指向と、次代に受け継がれ生き残る、本来の住いと

■

パレロワイヤル夙川ＤＵＰＬＥＸａ

、

ノ
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／

ズ（5 , 8 0 0 万円台中心) の｢ パレ御影Ⅱ」も、阪急御影駅の
南の山手幹線ぞいに、この春を販売予定として設計が進
んでいる。
京阪神間の住空間の中で、時代を超えて住み継がれる

至高の住まいを追求する、パレロワイヤルシリーズは、
京の町にも､ 中京区・四条堺町に､ 大倉建築設計事務所の
大胆でしかも美しいフォルムの十七邸十階（地下一階）
の「パレロワイヤル京都く四条堺町> 」に、来年五月末を
めざして竣工する。ＣＵＢＥ（立方体）とＣＯＬＵＭ
Ｕ（円柱）を一体化した斬新な外観フォルムは、京の町
の新しいミモニュメントミとして、誇り高い存在感を発
信しつづける。
欧米の実用性と、日本の伝統の住まいの知恵や情緒性

を融合し、和洋を超えた美しさの中に、本当の心の安ら
ぎを求め、これからの日本における高級マンションのあ
るべき姿を結実し、究極の住まいを実現する「パレロワ
イヤルシリーズ」は、住む人の生活、習慣、心理をもと
に' 快適に、安心して楽しく暮せる曇最良の空間曇を創造
し、確信を持っておすすめできるく生活文化〉である。

ルlk長谷ｉｌｌ工勢店
大阪営業開発事業部

〒5 3 0 大阪市北区梅田1 丁目3 - 2 6 0 0 番大阪駅前第３ピル2 6 階

、 ｐﾉiO7ze:06(344)059Ｚ

和と洋を超えた美しさの中に、心のやすらぎを追求する
｢ パレロワイヤル｣ シリーズには究極の〈快摘牢間> が。

その名もゆかしい、御影山手一丁目。阪急御影駅から
春は桜並木が美しいなだらかな坂道を山手にあるいて三
分。夜は光の海を見渡す高台にある「パレロワイヤル御
影」は、四階建ての十四邸というヒューマンスケールで
完成している億ション。交通の便は絶好だ。
そして、静かで快適なマンションライフは、防犯・防

災・管理に万全を期

パレロワイヤル京部くl 咽条堺町〉

し、テレコントロー
ルシステムの全室冷
暖房とセントラル給
湯で、賓客をもてな
すホスピタリティを
設計コンセプトに、
ゆったりとしたプラ
ンニング、優美な外
観のフォルムは、こ
の界隈に透け合って
心のやすらぐ風景と
なっている。
また、パレシリー

ー＝
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一到

時

r l

言

、

ＭＥＬＡＮＮ
天然素材をいかして、
アクティブなキャリア
ウーマンにふさわしい
いきいきとした美しさ
を表現します。

FOrFashion＆l-i佑．

剛!ｑＩＣＩ
撮影協力・異人館「オランダ館」
モデル・三井重子さん
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／

、

侭

口
可

ミクサージュは､ 赤ちゃんから子供達までの、
生活感性を宝塚から発信しま魂
お母様には､ ミラノファッションクチュールをベースにした上品な
プレタポルテ" ＬＡＤＯＮＮＡ”もご用意してお待ちしております。

宝塚市逆瀬川1 丁目2 - l さかせがわアピアl P H O N E O 7 9 7 - 7 3 - 3 3 4 4

星

、

Ｌ

~
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i雲一 "ｄ鱗庸☆汀own☆

北
野
の
風
見
鶏
の
館
が
見
え
る
オ
ラ
ン

ダ
坂
を
登
り
つ
め
る
と
、
赤
・
白
・
紺
の

オ
ラ
ン
ダ
の
国
旗
が
山
か
ら
の
風
に
ひ
る

が
え
り
、
松
と
椎
の
枝
に
お
お
わ
れ
た
鉄

の
門
扉
か
ら
見
え
る
木
造
二
階
建
て
の
旧

ウ
ォ
ル
ヒ
ン
邸
は
、
一
九
二
○
年
代
に
建

造
さ
れ
た
寄
せ
棟
造
り
（
神
戸
市
教
育
審
員
会

指
定
伝
統
的
保
存
物
群
）
で
、
長
い
間
オ
ラ
ン

ダ
総
領
事
邸
と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
岬
幾
度

も
総
領
事
の
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
て
、
神

戸
の
エ
ト
ラ
ン
ゼ
達
に
も
親
し
み
愛
さ
れ

た
異
人
部
館
で
あ
る
。

こ
の
由
緒
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
館
を
フ
ィ
リ

ッ
プ
．
Ａ
・
キ
ャ
ン
パ
ネ
ラ
関
西
国
際
委

員
会
会
長
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
っ
て
譲
り

受
け
た
大
和
商
事
の
黒
田
豊
社
長
が
「
神

戸
・
北
野
町
の
文
化
的
な
香
り
を
伝
え
た

い
」
と
本
格
的
に
大
林
組
が
修
復
工
事
に

当
り
、
一
月
三
十
日
、
公
開
異
人
館
〃
オ

ラ
ン
ダ
館
・
香
り
の
家
〃
と
し
て
、
ノ
ス

タ
ル
ジ
ッ
ク
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。

前
日
、
Ｊ
・
Ｈ
・
Ａ
レ
イ
デ
ッ
カ
ー
ス

オ
ラ
ン
ダ
総
領
事
も
訪
れ
て
「
と
て
も
美

し
く
風
格
の
あ
る
異
人
館
に
な
っ
て
嬉
し

い
。
こ
こ
を
通
じ
て
オ
ラ
ン
ダ
と
日
本
の

交
流
の
場
に
し
て
ほ
し
い
」
と
黒
田
社
長

夫
妻
を
激
励
。
当
日
は
鈴
木
正
司
名
誉
館

長
（
甲
南
大
名
誉
教
授
）
も
紹
介
さ
れ
た
。

黒
田
社
長
は
「
ハ
イ
カ
ラ
の
伝
統
を
も
つ

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
の
・
本
も
の
思
考
を
」
と
あ
い
さ

つ
。
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
麦
る
‐
中
で
、
香
り

の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
、
翠
香
流
の
堀
田
一
郎

家
元
と
山
本
裕
子
講
師
に
よ
っ
て
披
一
露
さ

れ
、
神
戸
の
香
り
が
豊
潤
に
漂
よ
っ
た
。

☆
公
開
異
人
館
「
オ
ラ
ン
ダ
館
・
香
り
の
家
」

〒
剛
神
戸
市
中
央
区
北
野
町
２
丁
目
旧
ノ
加

念
０
７
８
（
２
６
１
）
３
３
３
０
営
業
時
間
川
相
時

〜
剛
６
時
年
中
無
休
（
冬
季
値
月
〜
２
月
肌
５
時

閉
館
）
入
場
料
伽
円
。
常
設
ポ
ブ
リ
コ
ー
ナ
ー
、

ポ
プ
リ
ス
ク
ー
ル
山
本
裕
子
講
師
／
オ
ラ
ン
ダ
ク

ラ
フ
ト
工
藤
葉
子
講
師
／
パ
ー
テ
ィ
。
、
》
一
ヨ
ー
・

イ
ベ
ン
ト
・
お
誕
生
会
な
ど
文
化
催
は
優
先
。

右上／」．Ｈ･ Ａレイデツカース・オランダ総領事を迎えるオーナーの黒田豊夫響。左上はＦ･ Ａキャンパネラ氏と黒田社長。右下はオランダ館
〈香りの家〉のテープカット動中央は鈴木正司名誉館長／左下はオープニングパーティにお祝いに集った人々 。

＆
北
野
町
の
オ
ラ
ン
ダ
坂
に
生
れ
た
公
開
異
人
館

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
に

オ
ラ
ン
ダ
館
八
春
り
の
家
ｖ
が
。

３

■

言

『

し

ル

1１

、到
率
出
面
帆
別

塁ﾛ

漣
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角 ､

蕊-１ 四

､鐙

瀞

一式

夢一

q 左はダイニングルーム、ク
ラシック家具が落ちついた
雰囲気念オランダの同花チ
ューリヅプが香る感（１Ｆ）

』
闘
弧
印

鶏司三戸■

４約2 0 0 年前の足踏み式､ 自
動演奏ピアノのある応接室。
照明はアールヌーボーアー
チスト・ミューラー。椅子
はキング＆クイーン王朝風
（１Ｆ）

■

1 稲

篤書唇罵

鶴鰯
瓢撫’

Ｗ

聾≦婆ﾐ ｰ ｰ ﾑ

▲オランダ領事館より提供
された民族衣裳で愛らしく

４Ｊ。Ｈ・Ａレイデッカース
・オランダ総領事（書斎にサンルームはく香りの家”
て）の調香アトリエ。調香師の

山本裕子ブレンダーが竜あ
なた自身の香り電を創って

ｑ南向きの窓が美しく、裏くれる（１Ｆ）
庭のある二階建ての木造は
風格がある。裏庭のあるウエザーコツレ

クの小さな異人館は尼僧の
家として使われ、現在はオ
ランダ・クラフトの工房に
なっている

Ｆ
１

雪＝ご諺捌

一
一嵯愛

屯P'

墓奮毒

T I
L

〆ざ

墓奮毒
▼曲

■
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ノ

「

鞭iffJ；

★Ｔｏｗｎ☆

おしゃれな北野に
またまた嬉しいニューフェイス。

９

２月Ｂ日、異人館の街北野町に
新しいフアツシヨンスペースが誕生しました。

その名も－

‘

☆
北
野
町
に

ま
た
新
し
い
魅
力
が

1 階はコーザノストラのブティック

東
京
の
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
メ
ー
カ
ー
㈱
コ
ム
ト
が
、

北
野
町
に
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ビ
ル
〃
Ｆ
ｌ
Ｘ
ｍ
〃
を
デ
ビ

ュ
ー
さ
せ
ま
し
た
。
神
戸
の
街

や
人
た
ち
に
早
く
親
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
、
と
い
う
願
い

を
込
め
て
〃
Ｆ
Ｉ
Ｘ
（
定
着
）
〃

と
命
名
。
〃
畑
〃
は
２
丁
目
相

番
地
の
意
味
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
ス
ク

エ
ア
ー
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
中
味

は
、
同
社
の
ブ
ラ
ン
ド
〃
コ
ー

ザ
ノ
ス
ト
ラ
〃
の
ブ
テ
イ
ッ
ク

や
オ
フ
ィ
ス
、
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
、

そ
の
他
異
業
種
の
テ
ナ
ン
ト
も

入
り
、
ト
ー
タ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ス
ペ
ー
ス
と
な
る
予
定
。

２
月
７
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
神
戸
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
の
先
輩
た
ち
も
大
ぜ

い
姿
を
見
せ
、
北
野
に
新
し
い

魅
力
が
誕
生
し
た
こ
と
を
喜
び

合
い
ま
し
た
。

／ ／

革三宮

神戸市中央区山本通2 - 1 3 - 1 4 Ｆ| Ｘ2 1 3 垂2 4 1 - 9 2 9 1

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



一

喝

霊
乏
牽

h
凸
澗
■

特
一
ｆ
－
ｅ
塀
署
田

(任)謂晴冊腿l~｢く
H
く
Ｊ
－
ｏ
禅
唱
.
U
糸

§二年
雪
症

~
四
国
『
ﾛ

＝

『テペｑ

農

１

陣

山師
会辿塀哩コト詞し旦皿＃禅心詠卜詠排Ｈ

ｕ

一’
一

勘
Ｊ１州１１

｡

〃
賦

魁

Ｇ
一
F

繕メ
■
P

ソ
ー
‐
一
一

ｆ
幽換

f電･･一一

蝋 ／

塞
壷

哨
灘
謬
琴

Ｐ

(判)蹴‐く濫心小柄＋
鵠棚喧ＪＵ謂晴＃IuK（
-ﾑ葬略(惇)伽筈鼎＋
'特禅唄。

垂

‐
、
、
ご
…
こ

■

研ヴ、》阜画

、師幻辰

篭

1mm

０４』Ｌ

篭、』捧曇｝ 鯉
Ｐ

望

(･Ｕ画９や 正心理■

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m



』

百

ＣＯＳＡ- /ＶＯＳ7 7 9Ａ
北野店

2/８(sｕＭ
ＯＰＥＮ
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お馴遊さあ服司
とくびりなが普
な女にげた個通

÷の性、嘩自性つ
ン七の仕〈身をぼ
ランカ事引の作さ
プスラにきうるＬ
マで｜、出しのの

鵜ｋ,':麓
・せルい’な。
吉て工。を〈
皆放シ
合しト
子い
､ －〆 ｡

昌蚤、
Ｆ
皇

４
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カフェ・パスタ

／ 、

坪で一摘店帥と
名飲隼聯〈物販
,思ってお; ･ります
御連絡ぼ弊社ま

、Ｋ

アイシー

●北野・異人館述' ) の新しい些顔”
弊社が、東京原宿のファッションメー
カー株式会社コムトの光永幸康社長の
御理解と信頼のもとに、６０年春より用
地買収から総合企両を進めて参りまし
たファッションビル“F i x 2 1 3 ”が東京
の群名な内田繁先碓の建築設計、大
l 坂の藤木工務店の建築施工により、２
月８１] 完成ＯＰＥＮ致しました。
テナントの入店者については１階の曲 :
営店、ミッシーカジュアルの“コーザ
ノストラ，’と総合イメージがあい、共
に一緒に永く活力をもって歩いて頂け
る価仙性のある店舗、企業に" F i x 2 1 3 ' ’
の全体を御覧頂き、納得して州店して
頂きたくお問い合せは頂いております
が決定致しておりません。
北野の街のたたずまい、人の流れの動
線を設計に配慮しゆったりとした心の
豊かさを感じて頂ける感性あるファッ
ションビルですので赴非一度御覧頂き
御検! ; ; １．の程を賜ります様お願いいたし
ます。
" F i x 2 1 3 " のテナント構成は、Ｂｌに5 7 坪
のスケールで火成麻布の本格的感性あ
るバーラウンジ“ＬＥＣＬＵＢ" が出店を
決定しており、１階北側はコーザノス

Ｌ
i４

．
》
綱
蝋
，
鑑
翻

トラが開店し
坪でケーキ＆
名店・物l 収庶
３階は、約３５
美容、各極著
して頂きたく
お問いあわせ
致します。
株式会社エル

１階耐側は( I f 舗面稜2 ０
の飲食杵
北側２．
して総合
店にl1ll,府

商業不動産事業計画コンサルタント

を求めており、

ｕＣ蝋M 淵’ 代衣取締役汗水幸

Ｌ

夢；
；劉
ＩＩ、株式会社エルアイシー神戸市中央区港島中町6丁目9-1国際交流会館7ＦＰＨＯＮＥ(078)302-4009㈹
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1 6 周年記念 、

ﾁｬﾘﾃｨ100円薬草浴肌
に
か
ら
だ
に
元
気
が
つ
く
薬
草
浴
、

100
円

1 6 周年の感謝の気持ちをこめて、
1 , 9 0 0 円のサウナコースを１００円に－。

で
す
。１ ４月2 0 日回朝1 0 時～夜1 時

（受付夜1 2 時まで）

４月2 0 日､ みなさまからお寄せいただく
サウナ料金1 0 0 円は､ 福祉施設に寄付いたします6
1 0 0 円以上いくらでも、
あなたのお気持ちをお寄せください。

澱 １１K

〃､

Ｉ
ブ

9.000円

営業時間朝１０時一夜３時年中禁休

神戸三宮心生田新道ﾜ ｼ ﾝ ﾄ ﾝ ホテル向かい

TEL078-321-4742.4741

サウナとエステテイック

神戸!/ﾗﾂｲｽｻｳﾅ

女性のための６つのバス､ サウナコース
ｻ ｳ ﾅ ･ ハーブ( 薬草) サウナ･ 冷水超音波バス･ 温水バイブラバス．
ﾊ ｰ ｰ ｰプ(薬草)パス･マッサーージシャワー

サウナコース････.．････…･…･………･…････････････････．．…－．･…．..……･･･(通常)1,900円
マッサージ…….…………..．…........….….…..……･･･,………･…･･･………･･･2,800円
ボディケアー.…….……..………..…….鱈…･…･･･…･･…･…･････…･･･‘‘3‘500～6.000円
フェイスケアー.．..…..…...．.....…..･･･…･･…･･･････……････可…･…･…･4,500～5.500円

蝿
全身のオイルマッサージと美顔をｾ ｯ ﾄ しました。
ｴ ｽ ﾃ ﾃ ｲ ｯ ｸ ･ツイン(夜1 2時まで受付) ･ ･ ･……･…･ ･ ･…
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神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｋ
Ｆ
Ａ
）

理
聯
是
木
口
術

神
戸
市
．
中
染
区
浜
辺
通
Ｈ
‐
‐
鋼
ｌ
・
四

神
戸
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ｉ
ビ
ル
・
上
Ｆ

電
誰
〈
○
七
八
）
・
・
皿
・
・
・
○
・
・
・
・
・
・
．

東
神
物
産
株
式
会
社

電大

取
締
役
社
長
富
永
幹
太

阪
市
東
淀
川
区
菅
原
二
丁
目
十
Ｉ
・
・
八

話
（
○
六
〉
・
一
事
・
一
九
’
六
や
六
・

㈲
ク
レ
セ
ン
ト
・
イ
ン
タ
・
‐
ナ
シ
ョ
ナ
ル

取
締
役
社
長
王
柏
林

神
戸
市
中
央
区
布
引
町
》
ｒ
日
・
１
．
．
．

電
話
（
○
七
八
）
・
巷
・
・
‐
‐
○
七
一
・
・
・
㈹

Ｆ
Ａ
Ｘ
〈
○
七
八
〉
二
二
一
‐
，
○
七
三
・
二

国
際
甲
ｌ
タ
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第
珊
地
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ガ
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ー
坂
田
元
記

神
戸
市
長
田
Ⅸ
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原
通
・
’
六

粧
話
（
○
七
八
）
丘
七
七
・
二
六
八
八

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ

ジ
ャ
パ
ン
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式
会
社

神
戸
建
築
技
術
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所

代
災
取
締
役
前
田
和
穂

神
戸
市
斌
膳
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町
近
ｒ
凹
・
・
況

電
誌
『
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〉
齢
・
・
一
四
．
・
・
・
Ｆ
九
・
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・

兵
庫
大
焼
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神

一一一一今
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・
爵
地

一
〈
）
一
ハ
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・
・
１
．
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・
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有
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月
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庫

取
締
役
社
長
月
岡
清
市

神
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東
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・
・
一
ｒ
目
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・
，
．
・
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）
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一
‐
・
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○
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Ｘ
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前
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締
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夫
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市
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通
・
・
‐
，
一
五
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（
○
七
八
）
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１
．
．
星
ハ
『
㈹
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角
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内
外
国
特
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事
務
所

所
長
斑
上
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嘉
宏
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町
一
一
：
→
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易
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ル
九
階

誰
一
○
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八
）
一
・
…
一
：
八
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一
：
犬
磐

兵
庫
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自
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式
会
社

代
表
取
締
役
社
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夫

神
戸
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一
・
・
，
，
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‐
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電
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株
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社

ジ
ャ
パ
ン
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

メ
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小
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取
締
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佐
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一
㈹

森
真
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株
式
会
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代
表
取
驚
森
峰

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
・
丁
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四
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○

竜
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（
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八
〉
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一
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一
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長
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一
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一
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萌
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へ 誠意と技術の店

株式会社三恵洋服店
代表取締役佐近田一

神戸市中央区元町通4 旨2 - 1 8
０７８－３４１－７２９０

、

具神戸百店会ユニークなＫＯＢＥの専門店で
楽しいお買物を

へ
有限会社カスカード

代表取締役入江清一
神戸市中央区三富町2 - 1 1 - 1 - 5 0 1

０７８－３９１－１３６０

～
株式会社菊水総本店
代表取締役社長菊水章矩
神戸市中央区多聞通３－３－１５

０７８－３８２－００８０㈹

へ
株式会社クロス
代表取締役清水俊夫

神戸市中央区北長狭通3 - 1 2 - 1
０７８－３９１－１７８１

へ

アダムＧ
岡田厳

神戸市中央区御幸通8 - 1 - 6神戸国際会館3Ｆ
０７８－２３１－３５７５

※順不同
ノ

へへ

㈱ウィンザー
代表取締役山田六郎

神戸市中央区三富町1 －８－１－２２３
０７８－３３１－７９５２

京菓子二つ茶屋
代表取締役奥田四郎

神戸市中央区元町通３－７－９
０７８－３３１→０７５５～７

モデル／杉林敬子ドレス／米谷玲子
アフガンハウンド／長浜律子さん宅ダンディ君

０
口
・
串
蚊
ひ
。
睡
旧
■
■
匪
昆
』

と
４
羽

“
幸

へ｡ぐ参篭灘稀禰
山崎維之

神戸市中央区三富町２丁目２－７
078 - 3 3 1宮5 7 7 2

ゴンチャロフ製菓㈱
代表取締役社長光葉貞男
神戸市灘区船寺通4 丁目2 - 8

０７８－８８１－１１８８㈹

へ

ご°も島 ㈲蛸の壷
木村満也

神戸市中央区三宮町３－５－９
０７８－３９１－１０３３

～

株式会社とんかつ武蔵
代表取締役川飛満祐

神戸市中央区三宮町２－１１－２
０７８－３２１－０６３４～５

へ へゐふ…岸…
神戸市中央区三富町2 丁目1 0 - 7

０７８－３３１－３０９８

カメラ／池田年男

、

へ へ
株式会社> 羊菓子のﾋ ﾛ ﾀ感性のステージ

ファッションパーク
さんプラザ・センタープラザ３Ｆ

Ｏ７Ｒ－３３２－１６９８

元町店
神戸市中央区元町通3 - 1 1 - 3

０７８－３３１－２３４０
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☆スターハイライト

特別
企画

号
著
名
人
別
人
の
エ
ッ
セ
イ
集
「
結
婚
・
私
の
思
い
出
の
品
」
。

ほ
の
ぼ
の
と
心
あ
た
た
ま
る
楽
し
い
ペ
ー
ジ
で
す
。

☆
師
春
ブ
ラ
イ
ダ
ル
特
集

フ
~

作
家
の
国
分
綾
子
さ
ん
と
京
都
市
歴
史
資
料
館
館
長
の
森

谷
勉
久
氏
に
よ
る
対
談
「
春
夏
秋
冬
・
京
の
味
」
、
そ
し

て
各
界
川
人
の
方
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
構
成
「
私
の
す
す

め
る
京
都
の
い
い
店
、
う
ま
い
店
」
の
二
本
立
て
。
お
ペ

ー
ジ
に
わ
た
る
特
集
企
画
で
す
。

う
ま
い
も
ん

一
尿
岬
郁 画経済人インタビュー

村井勉会長
ＣＩで大躍進をつづ
けるアサヒビールの
会長にインタビュー

バトミントンの女王

北田スミ子さへ
(三洋電機）

■経済人インタビュー

ﾈｵ井勉会長

う
ま
い
も
ん

－
両
罪
小
柳
都
皿
岬

史
資
料
“
館
館
長
の
森

・
京
の
味
」
、
そ
し

卜
構
成
「
私
の
す
す

の
二
本
立
て
。
妬
ぺ

号

鶴蕊
大阪ミナミ活性化
キャンペーン第５弾

特別
企画

上方味覚紀行｢ 魚三楼」楠本憲吉
回オール関西株式会社/ 〒5 3 0 大阪市北区曽根崎2 丁目1 5 - 2 4 曽根崎ビル4 Ｆ壷0 6 - 3 6 3 - 1 2 5 5

新しい関西を創造する総合雑誌

オール関≦
▲

ー

■宣

埋
好評発売中¥5sO(柵)Ｓ月
牛寺集企画
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■
「
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
フ
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
１
月
皿
日
、

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
布
引
の
間
に
お
い
て
〃
ニ
ュ

、

／ 、 ／ 、

㈱新日本情報スーパーライフクラブ
大阪市北区西天満4 - 1 5 - 1 8 プラザ梅新7 Ｆ

ＴＥＬＯ６(36 5 )１００２

誉｡３副2日逆瀬川,鋭§ｾXご
ゃ完ャppIA店qcEIVノ

神戸マズ伊東京

宝塚市花カトレア

ノ ノ

ｌ
イ
ャ
ー
ズ
パ
ー
テ
ィ
ー
〃
を
開
催
喝
男
女
亜
約
Ⅲ

名
の
会
員
が
、
ゲ
ー
ム
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽

し
み
、
豪
華
な
雰
囲
気
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
カ
ッ

プ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

あ
な
た
に
ふ
さ
わ
し
い
出
会
い
を
演
出
い
た
し
ま

す
も ■

「
お
見
合
い
は
イ
ヤ
だ
け
ど
、
現
実
を
考
え
る

と
確
か
な
人
と
結
婚
し
た
い
し
…
…
」
そ
ん
な
あ

な
た
に
ぴ
っ
た
り
の
ク
ラ
ブ
が
で
き
ま
し
た
。

ち
ま
す
か
。
そ
れ
と
も

マ
の
ま
ま
で
い
ま
す
か
？

パルパローレＢ１
元町マスヤき( 0 7 8 ) 3 9 2 - 3 7 1 5
オーダーサロンご( 0 7 8 ) 3 9 2 - 3 7 1 6

センター街店毒( 0 7 8 ) 3 3 1 - 2 4 “
さんプラザ店壷( 0 7 8 ) 3 9 1 - 2 7 6 9
神戸デパート店壷( 0 7 8 ) 6 1 1 - 2 1 0 1
池袋パルコ店き（0 3 ) 9 8 7 - 0 5 6 5
新宿サブナード店か（0 3 ) 3 5 6 - 5 5 1 8
干葉パルコ店壷( 0 4 7 2 ) 2 5 - 5 6 0 5
千葉二コル店毒( 0 4 7 2 ) 2 1 - 0 7 6 5
ｻ ﾛ ﾝ ドｳ ﾏ ｽ ﾔ 高砂店念( 0 7 9 4 ) 4 3 - 2 8 7 7
高砂カミーノ店き( 0 7 9 4 ) 4 3 - 6 1 0 7
加古川店孟( 0 7 9 4 ) 2 5 - 5 5 1 1
ｻ ﾛ ﾝ ドｳ ﾏ ｽ ﾔ 芦屋店き( 0 7 9 7 ) 3 8 - 2 5 5 2

「
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
フ
ク
ラ
ブ
」
は
、
ハ
イ
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
が
集
う
男
女
の
社
交
場
。
さ
ま
ざ
ま
な

パ
ー
テ
ィ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

、

サロンドウマスヤ宝塚店
宝塚市逆瀬川1 丁目2 - 1 ＡＰｌＡ１３Ｆ

ｓ(0797)71-1522

鮒

'蝋
＃
11WMW

囚b ４
Ⅲ

腿
Ⅱ
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一
一
雪
《
酔
萄
聖

７
－ ｲ ﾝ ﾀ ｭ ｱ ｰ 瀬戸内美八

< 元宝塚歌劇団＞

識 神戸の銘品。名店
臼

ＧＵＩＳＴＨＯＵＳＥ

四

( ）川）

執
こ
い

ＮＥＷ君

ＩＦ１
吋

新しい知遊空間の
拡がり

四

六
甲
は
、
宝
塚
音
楽
学
校
時
代
に
声
楽
の
レ
ッ
ス
ン
で

通
い
馴
れ
た
場
所
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
こ
の
静
か
な
場
所

に
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
〃
Ｏ
Ｌ
Ｄ
／
Ｎ
Ｅ
Ｗ
〃
が
出
来
た
と

聞
い
て
、
久
し
ぶ
り
に
六
甲
を
訪
ね
ま
し
た
。

最
近
は
本
当
に
グ
ル
メ
ブ
ー
ム
。
お
い
し
い
物
、
珍
し

い
物
を
求
め
て
、
時
間
と
距
離
を
気
に
せ
ず
に
、
本
物
に

は
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
る
時
代
。
私
の
よ
う
に
舞
台
に

立
っ
て
い
た
人
間
は
、
さ
ぞ
か
し
食
通
で
、
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
宝
塚
時
代
は
、
時
間
に
追
わ
れ
て

や
っ
と
見
つ
け
た
合
い
間
の
時
間
に
、
ペ
コ
ペ
コ
の
お
腹

に
食
べ
物
を
入
れ
る
だ
け
、
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
そ
れ

が
退
団
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
一
年
間
留
学
し
て
い
る
間

に
お
友
達
の
家
に
行
っ
て
び
っ
く
り
。
時
間
を
か
け
て
出

来
上
が
っ
た
お
昼
御
飯
を
食
べ
な
が
ら
、
夜
の
食
事
は
中

華
に
し
よ
う
か
、
イ
タ
リ
ア
料
理
に
し
よ
う
か
考
え
始
め

て
い
る
ん
で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
が
ド
レ
ス
ア
ッ
プ
し
た
り

テ
ー
ブ
ル
や
、
部
屋
の
飾
り
付
け
を
変
え
た
り
し
て
、
食

事
す
る
こ
と
自
体
を
楽
し
ん
で
い
る
の
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
、
私
も
新
し
い
世
界
が
広
が
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
”
Ｏ
Ｌ
Ｄ
／
Ｎ
Ｅ
Ｗ
〃
は
安
藤
忠
雄
さ

ん
の
建
築
設
計
。
全
体
の
デ
ザ
イ
ン
計
画
が
田
中
一
光
さ

ん
、
環
境
デ
ザ
イ
ン
が
杉
本
貴
志
さ
ん
で
、
昔
か
ら
あ
っ

た
石
垣
や
三
叉
路
を
う
ま
く
活
か
し
た
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
。

打
ち
放
し
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
、
大
胆
な
力
ｌ
ブ
を
描
く

全
面
ガ
ラ
ス
の
回
廊
が
走
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
部
分
は
、
と

て
も
ス
ッ
キ
リ
し
た
イ
メ
ー
ジ
。
２
階
建
て
の
建
物
に
、

４
つ
の
コ
ー
ナ
ー
の
「
ァ
Ｑ
－
Ｏ
ｚ
ｍ
ｏ
シ
の
Ｐ
Ｏ
Ｆ
Ｑ
ｚ
ｍ
妄

き
ら
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
で
造
ら
れ
、

樹
齢
Ⅷ
年
を
越
す
楠
や
樺
も
、
建
物
の
中
に
溶
け
込
ん
で

い
ま
す
。

今
日
は
ま
ず
爵
２
Ｆ
の
〃
き
ら
ら
″
で
お
食
事
を
。

懐
石
風
串
焼
料
理
と
名
付
け
ら
れ
た
お
料
理
は
、
吟
味

さ
れ
た
各
地
の
新
鮮
な
素
材
を
炉
焼
す
る
も
の
。
和
・
洋

・
中
の
９
品
を
組
み
合
わ
せ
た
前
菜
は
き
れ
い
に
盛
り
付

け
ら
れ
、
１
品
ず
つ
の
味
わ
い
の
違
い
と
と
も
に
、
目
で

愉
し
め
る
、
和
食
ら
し
い
細
や
か
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

旬
肴
、
旬
串
、
そ
し
て
大
和
芋
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
使
っ

た
き
ら
ら
風
野
菜
サ
ラ
ダ
。
き
ら
ら
味
覚
串
は
、
瀬
戸
内

産
魚
貝
類
、
奈
良
の
本
し
め
じ
、
愛
知
の
白
イ
モ
な
ど
、

各
地
か
ら
の
選
り
す
ぐ
り
の
品
々
ば
か
り
。
主
菜
は
神
戸

牛
の
口
ｌ
ス
（
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
フ
イ
レ
）
で
す
。
そ

し
て
最
後
に
小
鉢
う
ど
ん
が
出
て
く
る
の
が
と
て
も
ユ
ニ

ー
ク
ｃ
ラ
ウ
ン
ジ
テ
ィ
で
締
め
く
く
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と

，
き
ら
ら

. ＝夷。

Ｐ

向

’1－
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ん
だ
コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
が
３
種
類
（
東
風
梅
花
コ
ー
ス
￥

６
０
０
０
、
季
寄
コ
ー
ス
￥
８
０
０
０
風
花
コ
ー
ス
￥

１
０
０
０
０
）
あ
り
ま
す
。

ラ
ウ
ン
ジ
を
含
め
て
弼
席
と
い
う
広
々
と
し
た
ス
ペ
ー

ス
。
黒
を
ベ
ー
ス
に
し
た
落
ち
着
い
た
ム
ー
ド
は
、
年
配

の
方
も
十
分
食
事
を
愉
し
め
る
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

相
人
ず
つ
お
客
様
を
お
招
き
で
き
る
４
つ
の
カ
ウ
ン
タ
ー

に
は
、
専
門
の
シ
ェ
フ
が
つ
き
っ
き
り
で
サ
ー
ビ
ス
。
小

さ
な
炉
で
、
自
分
で
ラ
イ
ブ
ク
ッ
キ
ン
グ
で
き
る
串
焼
き

の
お
い
し
さ
が
嬉
し
い
で
す
ね
。

〃
き
ら
ら
″
で
た
っ
ぷ
り
２
時
間
近
く
か
け
た
コ
ー
ス

料
理
が
終
わ
る
頃
、
辺
り
も
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
て
き
た

の
で
、
気
分
を
変
え
て
Ｂ
Ａ
Ｒ
〃
Ｏ
Ｌ
Ｄ
／
Ｎ
Ｅ
Ｗ
“
を

覗
い
て
み
ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
張
り
の
渡
り
廊
下
を
通
っ
て
い
く
と
、
高
い
天

井
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
面
に
架
か
る
鮮
や
か
な
モ
ダ
ン

ア
ー
ト
が
印
象
的
。
メ
タ
リ
ッ
ク
な
カ
フ
ェ
バ
ー
よ
り
シ

ッ
ク
に
。
無
口
な
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
だ
け
の
ス
タ
ン
ド
バ
ー

よ
り
、
も
っ
と
お
酒
落
に
過
ご
せ
そ
う
。

自
然
の
木
の
曲
線
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
カ
ウ
ン
タ
ー
。

ど
っ
し
り
と
し
た
木
の
厚
み
と
広
が
り
が
、
無
機
質
な
空

間
に
暖
か
み
を
与
え
て
い
る
ん
で
す
ね
。

こ
の
道
羽
年
の
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が
作
る
カ
ク
テ
ル
を
片

手
に
い
い
音
楽
の
中
で
時
を
過
ご
す
。
浮
か
び
上
が
る
街

の
灯
り
を
見
つ
め
な
が
ら
カ
ク
テ
ル
の
話
を
聞
い
て
み
て

は
…
。オリ

ジ
ナ
ル
カ
ク
テ
ル
は
８
種
類
。
ジ
ン
、
ブ
ラ
ン
デ

ー
、
レ
モ
ン
、
グ
レ
ナ
デ
ィ
ン
、
ソ
ー
ダ
を
合
わ
せ
た

〃
リ
ラ
″
（
￥
８
０
０
）
は
、
口
当
た
り
も
良
く
、
赤
い
リ

ラ
に
相
応
し
い
色
合
い
が
美
し
い
。
メ
ニ
ュ
ー
に
載
っ
て

い
る
別
種
以
外
に
も
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ
た
カ
ク
テ
ル
も

出
来
る
。
国
内
で
い
ま
、
ブ
ー
ム
の
モ
ル
ト
を
揃
え
た
充

実
し
た
モ
ル
ト
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
見
逃
せ
な
い
。
ち
ょ
っ

と
し
た
遊
び
心
で
「
冬
六
甲
風
あ
そ
び
外
枯
葉

お
ど
る
異
国
坂
」
な
ど
、
季
節
を
詠
み
込
ん
だ
ア
ン
テ

イ
パ
ス
ト
も
豊
富
。
自
家
製
の
ガ
ー
リ
ッ
ク
ソ
ー
セ
ー
ジ

（
￥
９
０
０
）
カ
ル
パ
ッ
チ
ヨ
（
ビ
ー
フ
の
刺
身
￥
１
０

０
０
）
な
ど
が
お
薦
め
品
。
四
季
に
合
せ
て
メ
ニ
ュ
ー
も

変
え
て
い
く
予
定
と
か
。
ゆ
っ
た
り
と
グ
ラ
ス
を
傾
け
な

が
ら
、
〃
食
″
の
ほ
う
も
満
足
で
き
そ
う
な
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

味
の
拡
が
り
に
合
わ
せ
て
、
お
酒
の
趣
向
も
様
々
な
時
。

名
前
を
知
っ
て
い
て
も
飲
ん
だ
こ
と
が
な
い
カ
ク
テ
ル
を

ア
ダ
ル
ト
な
ム
ー
ド
で
味
わ
え
そ
う
。

１
Ｆ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
〃
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ａ
〃
は
、
和
の
素
材
を

１

Ｐ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
／
Ｎ
Ｅ
Ｗ

四季おりおりの賛沢を
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高感度なニーズに応えて

４
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
／
Ｎ
Ｅ
Ｗ

蝿

一
一

｡ ｡

《順
一侭

。。§
卿

ｂ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

▲
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ａ

一
一

琴

匠鞭
’

☆
Ｇ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
｜
Ｏ
Ｌ
Ｄ
／
Ｎ
Ｅ
Ｗ
」

神
戸
市
灘
区
六
甲
台
町
６
２

壷
０
７
８
．
８
８
１
’
６
６
４
１
（
年
中
無
休
）

③
Ｃ
ａ
ｆ
ｆ
ｅ
ｄ
ｊ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
加
伽
加
川
〜
２
》
加
川

・
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ａ
荊
恥
朋
川
〜
２
“
加
州

④
き
ら
ら
５
印
加
剛
〜
０
》
加
川

●
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
５
哩
帥
剛
〜
０
”
測
川

一
一
宇

存
分
に
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
タ
リ
ア
料
理
の
フ
レ
ッ
シ

ュ
メ
ニ
ュ
ー
が
メ
イ
ン
。
ポ
ッ
ト
に
入
っ
た
パ
ス
タ
を
３

つ
の
ソ
ー
ス
で
ゆ
で
あ
げ
、
テ
ー
ブ
ル
サ
イ
ド
で
サ
ー
ブ

（
２
人
用
￥
２
５
０
０
す
る
釜
揚
げ
パ
ス
タ
一
フ
レ
ッ

シ
ュ
ス
パ
イ
ス
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、
柚
子
で
ア
レ
ン
ジ

し
た
、
香
り
を
楽
し
む
〃
す
ず
き
の
パ
イ
包
み
（
￥
２
３

０
０
）
は
是
非
食
べ
て
み
た
い
メ
ニ
ュ
ー
。
昼
と
夜
で
表

情
を
変
え
る
メ
ニ
ュ
ー
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
。
ク
ロ
ス
オ
ー
バ

ー
感
覚
の
器
な
ど
が
お
も
し
ろ
い
。
カ
ー
サ
ブ
ラ
ン
チ
（
￥

１
０
０
０
）
フ
エ
ミ
ニ
ン
ブ
ラ
ン
チ
（
￥
１
２
０
０
）
Ｄ

ａ
ｙ
ｂ
ｙ
Ｄ
ａ
ｙ
お
さ
か
な
ブ
ラ
ン
チ
（
￥
１
５
０

０
）
ス
テ
ー
キ
ブ
ラ
ン
チ
（
￥
１
８
０
０
）
な
ど
サ
ー
ビ

ス
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
し
て
い
る
。
デ
ィ
ナ
ー
は
￥
４
５
０

０
〜
￥
８
５
０
０
ま
で
４
種
類
の
コ
ー
ス
。
一
品
料
理
も

充
実
し
て
い
る
の
で
、
組
み
合
せ
方
で
個
性
あ
る
メ
ニ
ュ

ー
が
出
来
る
。

陽
気
な
ブ
ラ
ン
チ
か
ら
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
イ
、
そ
し
て

ミ
ッ
ド
ナ
イ
ト
カ
フ
エ
ま
で
、
お
い
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
ケ

ー
キ
と
、
お
し
ゃ
れ
な
デ
ザ
ー
ト
を
主
体
に
し
た
ハ
イ
タ

ッ
チ
な
サ
ロ
ン
・
ド
。
テ
が
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
ｌ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
ｏ
フ
レ

ッ
シ
ュ
フ
ル
ー
ツ
を
使
い
、
皿
盛
り
ス
タ
イ
ル
で
本
格
的

に
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
る
ム
ー
ス
、
バ
バ
ロ
ア
コ
ン
ポ
ー
ト
。

キ
リ
ッ
と
深
い
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
コ
ー
ヒ
ー
の
う
ま
み
。
カ

フ
エ
・
オ
・
レ
に
お
扶
茶
茶
腕
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
。
ト

ッ
プ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
、
小
粋
な
カ
ジ
ュ
ア
ル
感
覚
も
似

合
い
そ
う
。

外
の
光
を
十
分
に
採
り
入
れ
た
広
々
と
し
た
空
間
の
中

で
籍
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
こ
す
。
ラ
ウ
ン
ジ
で
ア

ペ
リ
テ
ィ
フ
を
飲
み
、
違
う
フ
ロ
ア
ー
で
食
事
を
し
て
、

ま
た
別
の
場
で
カ
ク
テ
ル
を
傾
け
る
。
帰
る
前
に
ち
ょ
っ

と
瑚
誹
を
》
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
建
物
の
中
で
出
来
て

し
ま
う
。
と
て
も
合
理
的
な
ア
メ
リ
カ
ン
シ
ス
テ
ム
で
も

あ
る
し
、
幅
広
い
層
の
人
が
寛
げ
る
私
の
Ｇ
Ｕ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
に
な
り
そ
う
で
す
。

大
事
な
お
客
様
と
素
敵
な
夜
を
、
六
甲
で
ど
う
ぞ
。

守

宮

画～
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ダ

、

長
い
冬
が
お
わ
っ
て
、
ふ
と
春
が
見
え
た
日
。

ジ
ュ
エ
リ
ー
を
街
に
連
れ
出
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
久

春
の
陽
光
を
吸
い
こ
ん
で
、

Ｆ
＃
《

チ
ラ
チ
ー
フ
輝
く
ジ
ュ
エ
リ
ー
は
、
私
の
胸
も
と
の
陽
だ
ま
Ⅲ
て
、
式

一

、
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